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第 15 章 
社会（歴史） 

名前：  
日 付 

No.03 
大正 

 
 
[問題 1] 
第一次世界大戦後におこった民族運動・独立運動について，次の各問いに答えよ。 

(1) 朝鮮で「独立万歳」をさけんでデモ行進を行い，日本からの独立をめざした運動を何というか。 
(2) 北京の学生たちが抗議の運動をおこしたのがきっかけで，列強諸国の他国を支配していくやり方に 

反対する国民運動がおこった。これを何というか。 
(3) 非暴力・不服従を唱え，独立運動を指導したインド人は誰か。 
[解答欄] 
(1)  (2)  (3)  

 
[問題 2] 
 次の文中の(  )に適語を入れよ。 

1912 年，藩閥勢力の桂内閣が議会を無視する態度をとったとして新聞人や知識人が( ① )運動をお

こし，それが各地に広まり，翌年，内閣を退陣させた。これを第一次護憲運動という。大正時代は，民

主主義がとなえられ，自由主義の風潮が高まった時期であったが，このような風潮を( ② )という。

( ③ )は普通選挙によって民意を政治に反映させるべきとする( ④ )主義を唱え，( ⑤ )は天皇機

関説を唱えた。 
 1918 年，商人や地主による米の買い占めから( ⑥ )が全国に広がり，藩閥内閣が倒れて，( ⑦ )
を首相とする最初の本格的政党内閣ができた。 
 (⑦)内閣の後，ふたたび非政党内閣が続き，その間の 1923 年には( ⑧ )という大災害が起こったが，

1924 年，政党勢力は，普通選挙の実施などを主張して第二次護憲運動を起こし，1925 年には憲政会の

加藤高明内閣が成立した。この内閣のもとで，1925 年，( ⑨ )法が成立し，( ⑩ )以上のすべての

( ⑪ )に選挙権が与えられた。一方，これによって共産主義者が勢力を伸ばすことを恐れた政府は，同

時に，( ⑫ )法を制定して，天皇を中心とする国の組織や私有財産制度の廃止をめざす共産主義の取り

締まりを強化した。 
[解答欄] 

①  ②  ③  ④  

⑤  ⑥  ⑦  ⑧  

⑨  ⑩  ⑪  ⑫  

 
[問題 3] 

米騒動後に成立した本格的な政党内閣の①首相は誰ですか。また，その②政党名は何ですか。 
両方とも下の[  ]から選びなさい。 

① 首相  [ 加藤高明 原敬 寺内正毅 吉野作造 ] 
② 政党名 [ 自由党 立憲改進党 立憲政友会 憲政会 ] 
[解答欄] 

①  ②  
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[問題 4] 
資料を見て各問いに答えよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

① 労働者の地位向上をめざして，労働条件の改善などを求めて運動することを何というか。 
② 1922 年に京都で結成され差別からの解放をめざした団体を何というか。また，それに関連のある資

料は，資料Ⅰ，Ⅱのどちらか。 
③ 青鞜社を結成して，女性解放を唱えてきた人物は誰か。また，それに関連のある資料は，資料Ⅰ，

Ⅱのどちらか。 
[解答欄] 

①  ②  ③  

 
 
[問題 5] 
 次の各問いに答えなさい。 
(1) 人道主義の理想をかかげた武者小路実篤や，志賀直哉らが，創刊した雑誌を何とい

いますか。 
(2) 知性的な作品で人々に新鮮な印象をあたえた，右の写真の人物の名を答えなさい。 
[解答欄] 

(1)  (2)  

 
 
[問題 6] 
 次の(1)～(4)にあてはまる人物を下の[  ]から選べ。 
(1) 民本主義を唱え，普通選挙によって民意を政治に反映させることなどを主張した。 
(2) 白樺派の文学者で，人道主義の理想をかかげた。 
(3) 労働者の生活をえがいた作品をあらわし，プロレタリア文学をおし進めた。 
(4) 1918 年に政党内閣を組織した，立憲政友会の総裁。 
[ 板垣退助 小林多喜二 芥川龍之介 吉野作造 原敬 西田幾太郎 志賀直哉 ] 
[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

 
 

(資料Ⅰ) 

 元始，女性は実に太陽であった。

真正の人であった。今，女性は月で

ある。他によって生き，他の光によ

ってかがやく，病人のように青白い

顔の月である。わたしたちはかくさ

れてしまったわが太陽を今や取りも

どさなくてはならない。 

(資料Ⅱ) 

 全国に散在する部落の人々よ，団

結せよ。ここにわれわれが人間を尊

敬することによって，みずからを解

放しようとする運動をおこしたのは

当然である。われわれは，心から人

生の熱と光を求めるものである。人

の世に熱あれ，人間に光あれ。 
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